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Abstract The life history of Shivozua Jonasi (Janson) was investigated in Kiso-dani, Nagano 
Prefecture during 1991 and 1994. In this paper, the adult behavior and egg stage are reported. 
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は じ め に 


長野 県 木曽 郡 (通称 木曽 谷 に お ける ム モ ン ア カシ ジミ Shirozua jonasi (Janson, 1877) の 産地 と し て 
は 開田 村 と 日 義村 が よく 知ら れ , 他 に 王滝 村 ・ 木 門 福 島町 ・ 橋 川村 か ら も 記録 さき れ て いる (HEI, 1983; 
小林 ・ 蜂 川 , 1991). し か し , 成虫 の 採集 記録 が ほとん ど で , 生態 に つい て の 知見 は 一 日 位 の 観察 で の 
断片 的 な 報告 が ある に すぎ ず , 継続 し て 生態 を 調査 し た 報告 は ほとん ど な い . 


筆者 ら 二 人 は 1991 年 -1994 年 の 足掛け 4 年 間 , の ベ べ 調査 回 数 112 回 , 木曽 郡 橋川 村 の 一 産地 で ム モ ン 
アカ シジミ の 生態 を 継続 調査 し て いる の で , 現在 まで に 調査 し た その 概要 を 報告 する . な お , 本 報 で 
は 主 に 成虫 の 行動 と 卵 期 を 扱う こと と し , MRO SW, 成虫 の 羽化 な ど に つい て は 次 報 に , ま 
た , 追加 調査 記録 や , 既に 発表 きれ て いる 各地 で の 報告 と 研究 の 成果 を 変え て の 考察 は 表題 その (3) 
で 論じ る 考え で ある . 


本 研究 の 一 部 は 信州 昆虫 学会 第 4 回 大 会 (松本 ・ 信 州 大 学 理学 部 , 1993) で 発表 し た GEJ + AVP, 
1994). な お , 本 研究 は 長野 県 科学 振興 会 の 研究 費 助 成 を 受け て 行っ て いる . 





生息 地 の 環境 


生息 地 は 奈良 井川 沿い の , や や 開け た 谷間 の 明る い 場 所 で ある . その 山道 沿い と 小さ な 沢 沿 い に は エ 
ド ヒ ガン ・ ヒ ノ キ ・ ク ロウ メモ ドキ ・ ク リ ・ オ ニ グ ルミ ・ ヌ ル デ ・ ミ ズ ナ ラ ・ ヤ マ ザ ク ラ ・ エ ノ キ ・ ケ 
ヤキ ・ カ ラマ ツ ・ キ ハ ダ ・ カ エ デ 類 ・ ク ワ ・ シ シ ウ ド ・ ノ コン ギク ・ イ タ ド リ ・ シ ラ ネ セ ン キ ュ ウ ・ ゴ 
マナ ・ ヨ モ ギ ・ ヒ メジ ョ オン ・ オ トコ エ シ ・ ア カ ソ ・ フ キ ・ ア ザ ミ 類 ・ フ シグ ロ セ ン ノ ウ ・ シ ロ ツ メ ク 
サ ・ オ オバ コ な ど が あり , これ ら の 植林 地 及 び 自 生地 と その 周辺 が ム モ ン ア カシ ジミ の 生息 地 に な っ て 
いる (Figs 1,2). この 場所 は 標高 が 約 1100 m で 集落 続き の 東向 き 緩 斜面 に あり , 約 50 m ほど 先 の す 
ぐ 西 側 に は 標高 1.300>1.400 m の 山並 み が 続き , その 東側 山麓 が 生息 地 で ある . また , 東側 は 奈良 井 
川 を 隔て て 約 100 m の 谷間 が 開け た 後に 標高 1,300~2,300 m の 山並 み が 続 いて いる . 日 当たり も 比較 
的 よい が 全体 が 谷間 で ある た め に 日 照 時 間 は 短く , 例え ば 成虫 の 発生 後期 に あたる 8 月 下旬 で の 日 の 
出 時 刻 は お よそ 午前 6 時 40 分 , 日 の 入り 時 刻 が お よそ 午後 3 時 15 分 で , 一 日 の 日 照 時 間 は お よそ 8 
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Fig.l. ム モ ン ア カシ ジミ の 生息 地 概略 図 . 
Fig.2. ム モ ン ア カシ ジミ の 生 皿 地 (発生 地 2 の 一 部 分 ) (1992. IX. 6). 


時 間 25 分 で ある . 


成虫 の 生態 及び 行動 
(1) 発生 の 時 期 


成虫 の 発生 時 期 は 年 に よっ て も 若干 異な り , 最も 早い も の で 8 月 上 旬 か ら 見 られ る こと が ある が , 通 
常 は 8 月 中 ・ 下 旬 に 多く 見 られ , その 後 は 9 月 中 ・ 下 旬 ま で 姿 が 見 られ る . 成虫 の 日 周 活動 は , その 日 
の 天候 に も よる が , 晴れ て いる 日 で は 早い も の で 午前 10 時 頃 か ら 活動 が 見 られ る よう に な る . よく 見 
られ る よう に な る の は 午前 11 時 以後 で , その 後 は 午後 3 時 頃 を 境 に し て 姿 が 見 られ な く な る . 成虫 が 
見 られ る と き の 活 動 は 主 に 吸 蜜 ・ 求 愛 ・ 産 卵 ・ 休 上 息 (静止 ) の 4 つ で ある . また , 草地 の 葉 上 に 静止 し 
睡眠 し て いた 成虫 が , その 場 に 日 光 が 射 し 始め た 午前 8 時 50 分 ~9 時 40 分 に 葉 上 の 朝露 を 吸水 し た 
り , 朝露 が まっ た く な く な っ た 葉 上 で 何 か (恐らく その 植物 に 寄生 し て いた アブ ラム シ 類 の 分 泌 液 ) 
を 口 (スト ロー) で 吸っ て いる の を 1993 年 8 月 29 日 に 観察 し て いる . 吸水 行動 は , 1993 年 9 月 15 
日 に も 散水 し た 車 上 へ 止ま り 吸水 する の を 観察 し て いる (Fig.3). また , 日 光 浴 を する こと も あり , 
1993 年 8 H 30 日 の 早朝 6 時 40 分 頃 , 静止 中 の 成虫 が いる と ころ に 日 光 が 射 し 始め る と 成虫 は 向き を 
変え , 敵 を 閉じ た まま 太陽 方 向 に 体 を 傾け て 贅 の 裏面 に 日 光 が 直 角 に 当たる よう に し て 日 光 浴 を し て 
いた (Figs 4-6). 


成虫 の 活動 範囲 は か な り 限 られ て お り , せい ぜ い 発 生 木 を 中 心 に し て 直径 30-40 m T, それ か ら 外 側 
で は ほとん ど 姿 を 見 る こと が な い . 活動 が 開始 され る 午前 中 に 姿 を 見 せる と き は , 活動 範囲 の 周辺 部 
か ら 飛 来 す る も の , 発生 木 な どの 葉 上 や 発生 地 の 下 草 葉 上 か ら 飛 来 す る も の を 観察 し て いる . し た 
が っ て , 睡眠 も その よう な と ころ で 行わ れ , 1993 年 8 月 29-30 日 の 観察 で は 次 の よう で あっ た . 8 月 
29 日 に 成虫 の 活動 時 間 帯 が 過ぎ た 午後 4 時 30 分 頃 , 下草 の フキ の 葉 上 (地上 約 20 cm) と 発生 木 の エ 
ド ヒ ガン 大 木の葉 上 (地上 約 3 m) に それ ぞ れ 一 頭 ず つの 成虫 が 超 を 閉じ て 静止 し て いる の を 見 つけ て 
観察 を 続け た . 調査 地 か ら 帰 り が け の 午後 5 時 32 分 に な っ て も まっ た く 静 止 し た まま で あっ た . その 
後 の 様子 を 観察 する た め に , その 日 の 午後 7 時 頃 に 再度 調査 地 を 訪れ る と , エド ヒガ ン の 葉 上 の も の 
は 午後 4 時 30 分 -5 時 32 分 に 観察 し た と き と ま っ た く 同 じ 場 所 の 同じ 葉 の 同じ 部 分 で 。 まっ た く 同 じ 
姿勢 か つ 同 じ 向 き で 静止 し て いる の を 懐中 電 燃 で 確認 し た . また , フキ の 葉 上 の も の は , 葉 陰 に な る 
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すぐ 下 30cm) の フキ の 葉 上 へ 移動 し て いた が , MLEC THIEL TOR. また , 快晴 で 肌寒い 8 
月 30 日 の 午前 6 時 -7 時 20 分 に も 調査 地 を 訪れ て 観察 する と , 昨夜 の 時 と 全く 同じ 場所 か つ 同 じ 状 態 
で 静止 し て いた (Fig. 4). 前 日 の 午後 の 活動 終了 後に 静止 し た 場所 か ら , フキ の 葉 上 で の も の の よう 
に 少し は 移動 する こと は ある が , ほぼ 同じ 場所 で 睡眠 を し て いた の で ある . し か も , この 8 月 30 日 の 
早朝 は 朝露 が あっ た が , 成虫 が 静止 し て いる 場所 の 葉 上 に は あま り 朝 露 が な く , 静止 し て いる 葉 の 上 
部 の 葉 や 枝 で 露 が の か る の を 防い で いた の で あろ う . し た が っ て , 静止 ・ 睡 眠 し て いた 成虫 の 体 に も あ 
まり 朝露 は か か ら ず , 成虫 は で きる だ け 朝 露 が か か ら な いよ うな 空間 部 の 葉 上 を 選ん で 睡眠 場所 に し 
て いる も の と 思わ れる (Fig.4). 初め 上 空 に 何 も な い フ キ の 葉 上 に 静止 し て いた も の が , すぐ 近く の 
葉 陰 の フキ の 葉 上 へ 移動 し た の も 朝露 を で きる だ け 避 ける た め だ っ た の だ ろう . この よう に , 成虫 は 
一 日 の 活動 時 間 帯 の 終末 に な る と 樹 上 や 下草 の 両方 で 静止 し て いて 翌朝 を 迎え る . そう いえ ば 午前 中 
の 朝方 か ら 成虫 の 活動 開始 時 間 以 前 に 調査 地 の 草地 を 歩い て いる と , 付近 で 成虫 の 姿 が 見 え を な か っ た 
の に , 途中 で 足元 か ら よ く 飛 び 立 つこ と が ある の は , その た めで あろ う . 





(2) 吸 蜜 植物 


成虫 の 吸 密 は 午前 10 時 頃 か ら 午 後 3 時 頃 ま で の 千 と も に 行う . これ まで に 観察 し た 吸 蜜 植物 は ヒメ 
ジョ オン ( 花 の 色 は 白色 )・ イ タ ド リ (HAE) (Fig.7)・ シ シッ ク ド (白色 )・ シ ラ ネ セ ン キ ェ ツ ウ (白色 )・ オ 
トコ エ シ (白色 )・ ヨ モ ギ ( 黄 百 色 )・ ノ コン ギク (薄紫 色 ) で ある が , この な か で も 生息 地 に 多い こと も 
ある の か イタ ドリ の 花 で 吸 密 し て いる こと が 最も 多 に ら . この よう に 白色 系 の 花 を 好む . 吸 蜜 活動 は 日 
な た , 日 陰 の 花 を 問わ ず に 見 られ る . また , 観察 者 が いく ら 接 近 し て カメ ラ を 向け て も 吸 蜜 中 は 逃げ 
な いこ と が 多い が , 産卵 の た め に 飛来 し て 樹 圭 に 止ま っ て いる と き や 産 卵 中 は , 非常 に 敏感 で いく ら 
静か に 接近 し て も 1m 位 まで 接近 する と 飛び 立っ て 逃げ て し まう こと が 多い . 


成虫 が 一 度 吸 蜜 を 始め る と , その 花 で か な り 長 い ぃ 時間 に わた り 吸 蜜 を 続け る こと が ある . 成虫 は 花 上 
に 飛来 する と , 花 に ある 密 の 香気 に 刺激 され て 反射 的 に 口 喝 を 伸ばし 吸 密 する よう で ある . また , R 
時 間 の 吸 密 の と き の 成 虫 は 腹部 の 膨らみ が 大 きい こと が よく わか る . この よう な 長 時 間 吸 蜜 の 活動 が 
で よく 見 られ る の は , 産卵 と いう 精力 を 使う 活動 の 養分 補給 の た め と 思わ れる . 長 時 間 吸 密 の 観察 
は , 例え ば 1993 年 8 月 29 日 に イタ ドリ の 花 で 2 頭 の 〒 が 午前 11 時 40 分 か ら 午 後 1 時 15 分 まで , ほ 
ぼ 連 続 し て 吸 蜜 を 続け る の を 観察 し て いる . な お , この 日 は 午前 11 時 40 分 - 午 後 3 時 10 分 頃 ま で 6, 
7 頭 の 成虫 が イタ ドリ ・ シ シ ウ ド ・ シ ラ ネ セ ン キ ュ ウ ・ ヨ モ ギ ・ ゴ マナ の 花 で 吸 密 する の が 見 られ , F% 
が 吸 蜜 の 前 後に エド ヒガ ン へ 午前 11 時 20 分 と 午後 0 時 5 分 -1 時 20 分 に 産卵 する の を 観察 し た . 





3) FERA KERM + BC RE 


1991 年 8 月 23 日 (天気 は 晴れ ) の 午後 0 時 30 分 -1 時 30 分 に , 産卵 木 で ある エド ヒガ ン の 葉 上 に 1 @ 
が 静止 し て いて , その 付近 に 他 の 1 の が 飛来 する と, 2 ERRULE HERA LT 2, 3 回 まわ っ た 
後 , すぐ に 2 頭 は 付近 の 別々 の 葉 上 に 止ま っ た . また , 同じ よう な 行動 は 明る い 沢 沿い の イタ ドリ の 
花 上 で も 見 られ た . いずれ の 場合 も 数 秒間 で 終わ っ た . し か し , この 日 は 了 そ を 含め て 5, 6 頭 の 成虫 が 
見 られ た が , 求愛 行動 や 交尾 に 至る まで の 行動 は まっ た く 見 られ な か っ た . 


また , 成虫 の 活動 時 間 帯 で ある 午前 10 時 頃 か ら 午 後 3 時 頃 の 間 に , よく 生息 地内 で が 産 卵 木 で ある 
エド ヒガ ン の 樹冠 上 で 探 雌 飛 交 し て いる 行動 を 観察 し て いる が , 交尾 行動 は 全く 観察 し た こと が な い . 
Lal, 1993 年 8 月 22 日 の 午後 2 時 50 分 頃 , 発生 地 ③(Fig.1) の 付近 に 自生 し て いる イタ ヤ カ エ デ 
の 葉 上 (地上 約 3 m) で 静止 し て いる 交尾 ペア を 1 組 観察 し て いる (Fig.8). MLA CREEL APD 
互い に 反対 方 向 を 向い て 静止 し て いた . この 日 は 晴れ て 暖か く 気 温 が 24-27C 位 で あっ た . 午後 3 時 
を 過ぎ る と この 付近 一 帯 が 日 陰 に な っ た . まっ た く 動 く 気配 は な く 成 虫 の 活動 時 間 帯 が 過ぎ , この ま 
ま 交 尾 し た 状態 で 翌朝 まで 続く も の と 思わ れ た が , 用 事 が あっ て 午後 3 時 10 分 以後 は 観察 で き な か っ 
た . し か し , この 交尾 個体 は 成虫 の 活動 時 間 帯 に 交尾 し た で あろ うこ と は 先ず 間違い な いと ころ で あ 
5. 
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Fig.3. 生息 地 付近 の 車 上 で 吸水 する ム モ ン ア カシ ジミ (1993. IX. 15). 

Figs 4-6. エド ヒガ ン の 葉 上 で 静止 ・ 睡 眠 (4) 翌日 の 早朝 に 日 光 浴 (5,6) を する ム モ ン ア カシ 
ジミ (4, 1993. VIII. 29) (5, 6, 1993. VIII. 30). 

Fig.7. 17 FU OECRETZLAEV7AYYS (1993. VIL 22) 

Fig.8. イタ ヤ カ エ デ の 葉 の 上 で 交尾 中 (1993. VII. 22). 

Fig.9. 自家 用 車 の ライ ト (オレ ンジ 人 色 ) に 飛来 し た f (1993. IX. 15). 
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この よう に 求愛 や 交尾 行動 に つい て の 観察 は ほとん ど で き て いな い が , 1993 年 9 月 15 日 に そ が 駐車 
し て いる 自家 用 車 の オレ ンジ 色 を し た ライ ト に だ 飛来 し て , し ば らく 止ま っ て いる こと が あっ た (Fig. 
9). この 行動 は 成虫 の 閉 の 色 に 似 て いる オレ ンジ 色 に 視覚 で 刺激 され た た め と 思わ れ , 求愛 行動 が の 
か ら そ へ の 一 方 的 な も の で は な く , そ 〒 か ら も 視覚 で 同種 で ある こと を 積極 的 に 確認 し て に 接 近 す る 
こと を 意味 し て いる よう に も 思わ れ 興 味 深い . 今後 は も っ と 重点 的 に 調査 し て いき た いと 思っ て い 
る . 


(4) 産卵 時 期 ・ 産 卵 植物 ・ 産 卵 行動 


産卵 時 期 は 年 に よっ て も 若干 異な る が , 8 月 に 入っ て の 10 日 前 後 か ら で , その 後 は 9 月 中 頃 ま で の 1 
ヵ月 以上 の も の 間 だ ら だ ら と 産卵 が 続く . 産卵 する 時 間 帯 は , 午前 11 時 頃 か ら 午 後 2 時 頃 ま で の 間 で 
観察 し て いる . 


産卵 植物 と し て は 樹齢 お よそ 40 数 年 の エド ヒガ ン (直径 約 45 cm) の 大 木 (Fig. 10) と , 同じ く 樹 齢 
10 年 位 の エド ヒガ ン (直径 約 5 cm), 樹齢 10 数 年 位 の ヒノ キ (直径 約 14 cm) 3 本 (Figs 13,14), それ 
に 高き 約 15m の クロ ウメ モドキ (Hig.15) の 3 種類 で 成虫 が 産卵 する の を 観察 及び 確認 し て ぃ る . 
また , 産卵 及び 産 付 卵 は 観察 し て いな い が , ム モ ン ア カシ ジミ の 幼虫 (Fig. 17) を 数 例 観 察し て いる 
クワ も 産卵 植物 に な っ て いる 可能 性 が ある . その 他 に , ミズ ヒキ の 蔵 に 産み 付け られ た 1 卵 (Fig. 18), 
石垣 (Fig. 10) の 石 に 産 付 され た 2 卵 を 観察 し て いる (Fig.19). 以上 の うち で , ミズ ヒキ と クワ , A 
を 除い て は , いずれ の 植物 に も アブ ラム シ 類 が 寄生 し (Figs 10, 15, 21) また エド ヒガ ン と クワ に は カ 
イガ ラム シ 類 が 寄生 し て いる (Figs 22,23). また , それ ら の 植物 に は アリ 類 (Figs 10, 15, 21, 22, 23) 
が いて , アブ ラム シ 類 や カイ ガラ ムシ 類 と 共生 し て いる . な お , 石垣 に は アリ 類 が 多く 見 られ る と こ 
ろ も あり 隙間 の 奥 に は 巣 に な っ て いる と ころ も ある . 


産卵 行動 は お よそ 次 の よう で ある (Higs 10, 13, 15). 


エド ヒガ ン へ の 場合 (Fig.10), 先ず 産卵 する た め に 周辺 か ら 飛 来 し て きた 〒 は , VOSVSELERMALT 
き て 直接 エド ヒガ ン の アリ が いる 樹幹 に 止ま り , 恐らく 視覚 で アリ の 動き と , 臭 覚 で アリ が 分 泌 する 
臭気 (分 泌 物 ) を 確認 する . ある い は , エド ヒガ ン の 葉 上 や 石垣 上 に 一 度 止ま り , その 場 で , 恐らく , 
視覚 で アリ の 動き や , 臭 覚 で アリ が 分 泌 する 臭気 (分 泌 物 ) を 確認 し , アリ の 動き と アリ が 分 泌 する 
臭気 に 刺激 され て , 再び 飛翔 し て アリ の いる 樹幹 に 止ま る . この 場合 , 同じ よう に アリ と 共生 する ク 
ロ シ ジ ミ が クロ オオ アリ の 存在 を 主 に 視覚 で 確認 し て 接近 する の に 対し て , ム モ ン ア カシ ジミ の 場合 
は 視覚 より も アリ が 分 泌 す る 臭気 を 主 に 頼り に し て 接近 し て いる よう に , 両 種 の 産卵 行動 を 観察 し て 
いて 感じ る . 両 種 と も アリ の 存在 (動き ) と アリ が 分 泌 す る 臭気 の 両方 に 刺激 され る が , クロ シジミ 
の 場合 は 産 付 部 分 に いる アリ が 少な いこ と が 多い た め , アリ の 分 泌 す る 臭気 は 全体 と し て 弱く , この 
大 型 ア リ の 存在 を 視覚 で 確認 する こと を 主 な 手掛かり と し , ム モ ン ア カシ ジミ の 場合 は 逆 に 小型 の ア 
リ が 多数 いる こと が 多い た め に , 少し 離れ て いた り 直 接 に アリ が 見 えな く て も 全体 と し て , この 小型 
アリ の 分 泌 する 臭気 が 濃厚 で ある た め に , 臭気 を 主 な 手掛かり と し て , 産卵 する 部 分 に 接近 し て いる 
の で あろ う . 


アリ が いる エド ヒガ ン の 樹 土 に 止ま る と き は 交 を 閉じ て いる こと が 多く , すぐ に 交 を 閉じ た まま 腹部 
を 曲げ て 1 卵 ず つ 樹 度 の くぼみ や コケ と の 境 , ある い は 枯れ 腐っ た 切り 枝 の 切り 口 な ど へ 産 付 し た り , 
ある い は 少し 歩い た 後に 腹部 を 曲げ て 産卵 する . 樹幹 に は 小型 の 黒っぽい アリ が お り , また 樹幹 や 枝 
に 寄生 する アブ ラム シ (多い ) や , カイ ガラ ムシ (と て も 少な い ) も 見 られ る . キ が 産卵 する 部 分 は ア 
リ が 多数 いる 通り 道 や その 付近 で あっ た り , アリ が 1^ 数 頭 ほ どい る 付近 で あっ た りす る . し か し , 
時 に は 近く に まっ た く ア リ が 見 られ な い 付 近 (も ちろ ん 同じ 樹幹 の 少し 離れ た 部 分 に は アリ が いる ) 
の 樹 土 に 産 付す る こと も ある (Figs 10, 13,15. この よう に アリ が 必ず し も すぐ 近く に いな けれ ば 産卵 
し な いと いう こと は な い . これ は , 同じ よう に アリ と 共生 する クロ シジミ が 必ず クロ オオ アリ の いる 
すぐ 近く で な いと 産卵 し な いこ と が 多い の と 対照 的 で ある (Fig.24). この 違い も 先 に 述べ た ム モ ン ア 
カシ ジミ が 主 に 小型 の アリ が 分 泌 す る 臭気 に また クロ シジミ が 主 に 大 型 の アリ の 動き に , それ ぞ れ 
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Figs 10-12. 産卵 木 の エ ド ヒ ガン 大 木 (10) と 成虫 の 産卵 (11) 及び 枝 に 寄生 する オオ アプ ブラ 
ムシ の 一 種 と クロ クサ アリ (12) (10, 1993. VII. 29) (11, 1992. IX. 6) (12, 1992. V. 3). 

Figs 13-14. ヒノ キ の 樹幹 に 産卵 する ム モ ン ア カシ ジミ (13) と 生息 地 2 の 景観 (14) (13, 
1992. VIII. 15) (14, 1993. VII. 10). 

Figs 15-16. クロ ウメ モドキ の 樹幹 に 産卵 する ム モ ン ア カシ ジミ (15) と 枝 に 寄生 する クロ ウ 
メモ ドキ オマ ル ア ブ ラム シ の 一 種 と クサ アリ モドキ (16) (15, 1993. IX. 5) (16, 1993. IX. 
23). 
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刺激 され , それ を 頼り に し て 産卵 樹 に 接近 し 産卵 する こと と 一 致す る . 


産卵 の た め に 飛来 し た そ キ は アリ と 対面 する こと も ある が , その 時 の アリ の 数 が 1 頭 位 で あれ ば 〒Y は 特 
に 驚く こと な く 互 い に 何 か を 確認 し て いる か の よう に し て いる こと も ある . し か し , 急 に 子 が アリ の 
近く や アリ の 数 が 多い 中 に 飛来 し て 止ま っ た り , また は 産卵 中 の 腹部 付近 に アリ が 触れ た り , ある い 
は 腹 端 部 付近 を アリ が 咳 ん だ りす る と , そ は 驚い て すぐ に その 場 か ら 飛 び 去 る . この よう に 全体 的 に 
産卵 に 飛来 し た と き の そ は 神経 過敏 で あり , 先 に 述べ た よう に 人 の 接近 に 対し て も 同じ で , 静か に 近 
づい て も lm まで 位 接近 する と 飛び 去る こと が 多い . この よう な と き の ア リ は 後 で 述べ る よう に 基本 
的 に は 成虫 を 餌 と し て 攻撃 し て いる の で あろ う . また , 写真 を 撮る と き の 音 か , ある い は スト ロボ の 
光 , また は その 両方 に 敏感 で すぐ に 飛び 去っ た り 飛 び 立 た な く て も 交 を その 度 に 動か す . 


ヒノ キ の 樹幹 へ 産卵 する と き は , や は り エ ド ヒ ガン の と き と ほ ぼ 同 じ で , ひら ひら と 飛翔 し て き て 樹 
幹 に 直接 止ま っ た り , 一 度 付近 の クワ の 葉 上 に 止ま っ て , 恐らく ヒノ キ に いる アリ の 動き を 見 た り ア 
リ の 分 泌 する 臭気 を 確認 し , その うち に ヒノ キ の 樹幹 へ 移っ て 贅 を 閉じ て 止ま る . そし て , 腹部 を 曲 
げ て 1 卵 ず つ 樹 度 上 や くぼみ へ 産 付す る (Fig.20) . ヒノ フキ に も エド ヒガ ン と 同じ アリ が お り , また 
樹幹 の 樹皮 の 隙間 や 樹皮 の 下 に エド ヒガ ン と 異な る 種類 の アブ ラム シ 類 が 寄生 し て いる . な お , 産卵 
木 の エ ド ヒ ガン と ヒノ キ と は お よそ 10-12 m 離れ た 位置 に ある が , 同じ T が 両方 の 産卵 木 へ 産卵 する 
の を 観察 し て いる . また 成虫 の 飛翔 方 向 や 産卵 行動 な どの 観察 結果 か ら 考 えて , 同じ そ が 発生 地 3 ケ 
所 で 産卵 し て いる こと は ほぼ 間違い な い . 


まだ , クロ ウメ モドキ へ の 産卵 (Fig.15) は , 飛来 し て 近く の クワ の 葉 上 に 止ま り , し ば らく の 間 そ 
こ で クロ ウメ モドキ を 見 下ろ し て , クロ ウメ モドキ を 訪れ て いる 小型 の アリ の 動き を 見 た り , アリ の 
分 泌 する 臭気 を 確認 し て いる よう に 感じ られ る . やがて, 飛び 立っ て 木の下 側 か ら 内 部 に 入っ て クロ 
ウメ モドキ の 枝 に 止ま り , 閉 を 閉じ て 腹部 を 曲げ 1 卵 ず つ 産 付 する . な お , クロ ウメ モドキ で 見 られ 
る アリ は エド ヒガ ン や ヒノ キ で 見 られ る も の と は 種類 が 異な る . 


それ ぞ れ の 産卵 木 に そ が 産卵 する 地上 か ら の 高き は , 後 で 詳し く 述 べ る が , エド ヒガ ン の 大 木 へ の 場 
合 で 地上 すれ すれ か ら 最 高 3 m 40 cm 位 ま で の 樹幹 で ある が , 枝葉 が ほとん ど な い 2 m 位 ま で の 間 に 
産卵 する こと が 多い (Fig. 10). また , エド ヒガ ン の 小木 へ の 場合 で も , や は り 地 上 すれ すれ か ら 枝 葉 
が ほとん ど な い 地上 1.5 m 位 まで の 樹幹 に 産卵 する . ヒノ キ の 場合 ちや は り 枝 葉 が な い 部 分 の 地上 か 
ら 2m 位 まで の 間 の 樹幹 に 産卵 する (Figs 13,20). また , クロ ウメ モドキ の 場合 も 枝葉 が あま りな い 
部 分 の 樹幹 に 産卵 する (Fig.15) いずれ の 場合 で も , 産卵 部 位 は アリ の いる 付近 で ある こと が 多い が , 
前 述 し た よう に 必ず し も アリ の いる すぐ 近く や , アリ の 通り 道 付近 に 限ら れる こと は な い . 


産卵 は 晴れ て 暖か く 風 の な いと き が 最も 適し て いる が , 産卵 時 に 風 が 吹く と すぐ 近く や 付近 の 葉 上 に 
じっと 止ま っ て いて , 風 が や む の を 待っ て 樹幹 へ 飛来 し 産卵 する . また , 産卵 中 に 風 が 吹く と , 産卵 
行動 を 中 断 し , じっと その 場 に 止ま っ て いて , 吹き 飛ば され な いよ うに し て 風 を こら えて いる . 


(5) アリ と アブ ラム シ 及 び カ イガ ラム シ の 種類 


これ ら の 種類 に つい て は , この 成虫 の と ころ で 書く の は 本 当 は お か し い が , ここ で 書い て お く と 以後 
の よう す が よ くわ か る と 思い この よう に し た . 


ム モ ン ア カシ ジミ の 産卵 木 で ある エド ヒガ ン (発生 地 ①) と ヒノ キ (発生 地 ②) (Fig. 1), それ に ム モ 
ン ア カシ ジミ の 幼虫 の み を 確認 し て いる クワ , さら に 石垣 の 石 な ど で み られ る アリ は クロ クサ アリ 
Lasius fuliginosus で ある (Figs 10, 17, 21, 22, 23). この 小型 の アリ は エド ヒガ ン の 大 木 , 小木 と も に 
根元 な ど に 巣 が あり , 樹幹 の ほぼ 同じ と ころ を 通り 道 に し て 群れ て 上 下 し て い ぃ る. 大 木 で は 東側 の 樹 
時 に ほぼ 直線 上 の 通り 道 が あり , この 辺 を 通り 道 と し て 上 下す る 個体 数 が 圧倒 的 に 多い . し か し , 樹 
幹 の 他 の あら ゆる と ころ か ら も 少数 で ある が , 上 下 し て いる も の が 見 られ る . 小木 で は 樹幹 の 北側 と 
西側 に は っ きり し た ほぼ 直 線上 の 通り 道 が あっ て , アリ が 上 下 し て いる が , その ほか 樹幹 の あら ゆる 
面 か ら も 少数 で ある が , 上 下 し て いる . KA, 小木 し も に アリ の 個体 数 は と て も 多く , 樹幹 や 枝 に 群 
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Fig.17. クワ の 樹幹 を 歩行 する 2 齢 幼虫 , その 幼虫 に つき まとい 触角 で 触れ る クロ クサ ア 
Y (1993. V. 30) 

Fig. 18. ミズ ヒキ に 産 付 さ れ た 卵 (矢印 ) (1992. I. 12). 

Fig.19. 石垣 の 石 (下面 の くぼみ ) に 産 付け られ た 卵 (矢印 ) (1993. V. 3). 

Fig.20. ヒノ キ の 樹幹 に 産 付き され た 卵 (1993. VIII. 21). 

Fig. 21. ヒノ キ の 樹皮 下 の 隙 間 に 寄 生 す る クチ ナガ オオ アブ ラム シ の 一 種 (矢印 ) と アブ ラム 
シ を 訪れ た クロ クサ アリ (1992. IX. 6). 

Fig. 22. エド ヒガ ン の 枝 に 寄生 する タマ カタ カイ ガラ ムシ (RM) の 分 泌 液 を な め る 3 齢 幼虫 
と クロ クサ アリ (1993. V. 30). 

Fig. 23. クワ の 枝 に 寄生 する オオ ワラ ジ カ イ ガラ ムシ (矢印 ) の 分 泌 液 を な め る 2 齢 幼虫 と ク 
ロク サ ア リ (1993. V. 30). 

Fig. 24. クロ オオ アリ (矢印 ) の すぐ 近く に 産卵 する クロ シジミ (1983. VIL 31). 
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Table1. 産卵 物 で 見 られ る アリ と アブ ラム シ 及 び カ イガ ラム シ の 種類 . 
Ph tam ag 7 
産卵 物 アリ i アブ ラム シ カイ ガム シ | 
エド ヒガ ン の 大 木 クロ グ クサ アリ オオ アブ ラム シ の 1 種 タマ カタ カイ ガラ ムシ 
1 
(1 本 ) 
エド ヒガ ン の 小木 クロ クサ アリ オオ アブ ラム シ の 1 種 未確認 
(1 本 ) | | 
石垣 の 石 クロ クサ アリ オオ アブ ラム シ の 1 種 | 未確認 
(エド ヒガ ン か ら 落 下 し 
た も の ) 
ヒノ キ クロ クサ アリ クチ ナガ オオ アブ ラム シ 未確認 
(3 本 ) の 1 種 | 
クワ (幼虫 の み 観 察 ) クロ クサ アリ 未確認 オオ ワラ ジ カ イ ガラ ムシ 
(1 本 ) 」 
クロ ウメ モドキ クサ アリ モドキ クロ ウメ モドキ オマ ル ア 未確認 
(1 本 ) | ブラ ムシ の 1 竹 

















集 し て 寄生 し て いる 黒色 の オオ アブ ラム シ Lachnus sp. の 一 種 を 訪れ (Fig.12), 特に その アブ ラム シ 
が 寄生 する 校 上 で クロ クサ アリ が 群集 し て 見 られ る (Fig.12)、 ま た, 個体 数 は と て も 少な い が 大 木 の 
枝 上 に は タマ カタ カイ ガラ ムシ Lecanium kunoensis Kuwanat も ほとん ど が 単独 で 寄生 し て いる こと 
が あり (Fig. 22), これ に も 少な い 個 体 数 (1- 数 頭 ) の クロ クサ アリ が 訪れ て いる (Fig. 22). 


クロ クサ アリ の 活動 期 に つい て は 各所 で 述べ た が , ここ で まとめ て お く と , 年 に よっ て も 異な る が 
1993 年 の 場合 で は 4 月 上 旬 に な る と 暖か い 日 に は ぼ つ ぼ つ と アリ の 姿 が 見 られ る よう に な り , 4 月 下 
旬 に な る と よく 見 られ る よう に な る . そし て 5 月 以後 に な る と 個体 数 も だ ん だ ん と 多く な っ て め ゆき, 
6-9 月 まで 多く の 個体 が 見 られ 群生 する . そし て , 10 月 に な る と いく ぶん 少な く な り , 11 月 に な る と 
急 に 減少 し , 12 月 に な る と 暖か い 日 に ぽ ぼ つ ん ぽ つん と 見 られ る だ け と な り 12 月 下旬 に な る と ほとん 
ど 見 られ な く な る . また , アブ ラム シ 類 は クロ クサ アリ より も 早い ぃ 時期 に 見 られ な く な り , WAZA 
る と ほとん ど 見 られ な い . 





ヒノ キ で は 樹皮 下 の 隙 間 に ク チ ナ ガオ オア ブラ ムシ Stomaphis sp. の 一 種 が 寄生 し て お り (Fig. 21), 
これ に クロ クサ アリ が 訪れ て いる (Fig.21). クチ ナガ オオ アブ ラム シ は 多数 で 群生 する こと は な く , 
1 箇所 に 1-4, 5 頭 が 寄生 し て いる 程度 で ある た め , 訪れ る クロ クサ アリ も 多数 で 群生 する こと は な く 
1- 数 頭 で も る . この よう に 両 種 の 個体 数 が 極端 に 少な いこ と が , エド ヒガ ン の 場合 と の 大 き な 違 いで 
HS. し か し , ヒノ キ の 根本 に は アリ が 多数 いる . なお, ヒノ キ か ら は 今 の と こと ろ カイ ガラ ムシ は 見 
つか っ て いな い . 


クワ で は 細 枝 に 寄生 する オオ ワラ ジ カ イ ガラ ムシ Drosicha corpulenta (Kuwana) を 観察 し て お り 
(Fig.23), これ に クロ クサ アリ が 訪れ て いる (Fig.23). 両 種 と も 個体 数 が 少な い . また , アブ ラム シ 
は 今 の と ころ 見 つか っ て いな い . 


また , エド ヒガ ン の すぐ 近く に ある 石垣 の 石 に は コケ が 生え を て いて , この コケ や 石 の 上 に は エド ヒガ 
ン か ら 沙 下 し た オオ アブ ラム シ の 一 種 が 少な いな が ら 見 られ る . この よう な 石垣 に は クロ クサ アリ が 
絶え ず 歩き 回 っ て いて , 個体 数 が 多い と ころ も あり , また 石垣 の 隙間 の 奥 に は 巣 が 見 られ る と ころ が 
ある . 


一 方 , 産卵 木 に な っ て いる クロ ウメ モドキ で 見 られ る アリ は クサ アリ モドキ 7/25ZZ< spathepus 
Wheeler で ある (Fig.16). この 小型 の アリ は クロ ウメ モドキ の 細い 枝葉 に 群生 し て 寄生 し て いる クロ 
ウメ モドキ オマ ル ア ブ ラム と Macchiatiella sp. の 一 種 を 訪れ 群生 し て いる (Fig.12). クロ ウメ モドキ 
か ら は カイ ガラ ムシ は 今 の と ころ 見 つか っ て いな い . 
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クロ クサ アリ と クサ アリ モドキ の 生態 は まっ た くわ か ら な い が , この 生息 地 で の 場合 , ク ロク サ ア リ 
が 生息 する 環境 (発生 地 ① 及び ②) の 方 が 明る く , クサ アリ モドキ の 方 が 明らか に 暗い 環境 BEM 
A) の と ころ に 生息 し て いる . まっ た く の 偶 然 か も 知れ な い が , 何 か の 参考 に な る こと も ある か と 思 
0 一 RU Ge TEELE. 


(6) 成虫 の 静止 場所 と 斑紋 


成虫 は 産卵 木 し な っ て いる エド ヒガ ン ・ ヒ ノ キ ・ ク ロウ メモ ドキ の 周辺 で は , いろ いろ な と ころ に 止ま 
る . 産卵 木 の 樹 幹 (Figs 10,13, 15) や 葉 上 (Figs 4,8), 吸 審 植物 の 花 や 葉 上 は も ちろ ん の こと , 建物 
Ome, 青色 の トタン 屋根 , 石垣 , 舗装 路上 , HE (Fig.3) や ライ ト (Fig.9) な ど で あ る . また , B 
究 者 な ど に 驚い て 飛び 立つ と 付近 の 葉 上 な ど に 止ま る が , 時 に は 付近 を 離れ て 上 空 へ と 飛び 立ち 何 十 
m も 先 の 活動 範囲 の 最も 周縁 部 に ある ケヤキ ・ エ ノ キ ・ ク ワ ・ ク リ ・ オ ニ グ ルミ な どの 葉 上 に 止ま る こ 
と が ある . 


成虫 の 斑紋 は 少な い 標 本 個体 を 見 る 限り で は , 他 の 産地 の 個体 と 差 は な いよ う で ある . 前 次 の 表面 外 
縁 の 黒 帯 は の で ぼや けた 黒 帯 が 次 端 部 付近 に あり , 〒 で は 次 端 部 か ら 外 縁 に か け て は っ きり し た 黒 
帯 が ある . 


卵 其 


産 付 され た 卵 (Fig. 20) は 黒 味 の 強い も の , 褐色 の も の , 白色 味 の 強 いも の な ど が ある よう に 見 える 
これ は 産 付す る 部 位 の 色 や 産卵 時 の 場所 の 明暗 に 合わ せ て いる よう に も 見 え ず , どの よう な 原因 に 
よっ て 卵 色 が 決ま る の か 不明 で ある . 遺伝 的 な ちの だ ろう か . ある い は 産卵 され て か ら の 日 数 が 経過 
する ほど , 太陽 光線 や 風雨 な どの 影響 で 黒褐色 系 の も の が 色あせ て 白色 化し て くる の だ ろう か . BG 
ら は 今 の と ころ 後者 で あろ うと 考え て いる 


産 付 部 分 に つい て は 前 で も 少し 述べ た が , エド ヒガ ン の 場合 で は 樹幹 の くぼみ , WEL, 樹 度 の は げ 
た と ころ , 樹幹 に 生 を て いる コケ と の 境 , 枝 の 分 岐 部 な ど に 必ず 1 卵 ず つ 産 付 する . ヒノ キ の 場合 は 
3 本 の 樹幹 の 樹 度 上 や 樹 度 間 の くぼみ (Fig. 20) な ど に , や は り 1 卵 ず つ 産 付す る . また , クロ ウメ モ 
ドキ で の 場合 は , まだ 観察 例 が 少な く て は っ きり し た こと は わか ら な い が , 枝葉 の 少な い 部 分 の 樹幹 
に 1 卵 ず つ 産 付す る . 石垣 の 石 に 産卵 され た も の は , 石 に 生 を て いる コケ に 近い くぼみ と 石 の 下面 の 
くぼみ (Fig.19) で あっ た . また , ミズ ヒキ の 場合 は 茎 の 節 部 (Fig. 18) で あっ た . 


産卵 する 樹幹 の 部 分 は , 前 述 し た よう に アリ の 個体 数 が 多い アリ の 通り 道 付近 や 1- 数 頭 の アリ の いる 
部 分 , あ る い は ほとん ど ア リ が いな い 部 分 な ど で あ り (も ちろ ん 少し 離れ た 同じ 樹幹 に は アリ が 多数 
いる ), 必ず アリ が すぐ 近く に いな いと 産卵 し な いと いう こと は な い . その 同じ 樹幹 の 付近 に アリ が い 
れ ば 産卵 し , 産 付 部 分 は 特に 樹幹 の 北側 面 に 多く 見 られ る (Figs 25, 26). 例え ば 1992 年 の 場合 エド 
ヒガ ン の 大 木 で の 場合 は 全体 の 34.3%, エド ヒガ ン の 小木 で 61.5%, ヒノ キ で 57.1% が それ ぞ れ 北側 
面 に 産 付き され て いた . また , 1993 年 の 場合 で も エド ヒガ ン の 大 木 の 場合 , 全体 の 61.8% が 北側 面 に 産 
付 さ れ て いた . これ は , 産卵 する と き の 周 辺 の 気象 条件 や 環境 の 違い に も よる が , 日 陰 側 で か つ 薄 暗 
い 側 を 好 ん で 選択 し て いる た め に 北側 面 に 多く な る も の と 思わ れる . し た が っ て , この よう な 条件 が 
整っ た 時 刻 に は 他 の 面 に も 産卵 され る . RK, アリ は 産 付 卵 に ほとん ど 興 味 ・ 関 心 を 示さ ず , アリ の 通 
り 道 に 卵 が あっ て も その まま 通り 過ぎ る . し か し , 双 化 が 近づい て 精 孔 部 が 少し で も 割れ か か る と, 
卵 内 か ら ア リ の 好む 臭気 が 放出 する た めか , アリ が 接近 し 盛ん に 触角 で 触れ る 行動 を する よう に な 
る . 


次 に 産卵 木 (Fig. 26) な ど に 産 付き され る 地表 面 か ら の 高 さ は , 1992 年 の 合計 107 卵 の 場合 で 最低 約 5 
cm, 最高 約 3 m 40cm,。 ま た お よそ 1m 未 満 41 卵 , 1 m 以上 2m 未 満 31 卵 , 2 m 以上 3m 未 満 31 
SN, 3 m 以上 4 卵 で あっ た . 地上 2 m 未満 に 全体 の 67.3% が 産 付 され , 3m 未満 で は 全体 の 96.3% で 
ほとん ど が 産 付 さ れ て いた . な お , エド ヒガ ン の 大 木 は 樹高 が 6m 位 , ヒノ キ は 樹高 が 8 m 位 ある . 
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産卵 時 間 帯 に 恒 た /。 。 





ts, 


Fig. 25. エド ヒガ ン 大 木 の 断 面 図 と 産卵 位置 


産卵 期 の 8 月 10 日 -9 月 中 旬 頃 に 産 付 さ れ た 卵 は その まま 越冬 し , 翌年 の 4 月 下旬 -5 ATF? 
る . 財 化 直前 の 精 孔 部 が 少し で も 割れ か か っ た 卵 に は アリ が 接近 し 触角 で 触れ て いる の が よく 見 られ 
る が , 詳し いこ と は 後 で 述べ る . また , 骨 化 後 の 幼 虫 は 卵殻 を 食べ な い . 卵 態 で 越冬 する が , 卵 を 解 
剤 し て 調べ て みる と , 産卵 し た 年 内 で は 卵 の 内 部 を 調べ た も の の 全て (1993 年 11 月 23H, 12 月 12 
日 に 各 1 卵 を 解剖 ) が 卵 そ を の も の で あり , まだ が 幼虫 形成 は な され て いな いこ と を 確か め て いる . Ere, 
越 年 し た も の を 1 月 23 日 と 2 月 20 日 に それ ぞ れ 1 卵 ず つ 採 取 し て 解剖 し た ら , 1 月 で は 卵 そ の も の 
T, 2 月 で は 幼虫 が 形成 され て いた (Figs 28-30). 恐らく 1 年 間 で 最も 寒冷 な 時 期 (1 月 下旬 -2 月 上 
旬 ) を 過ぎ る と , 卵 内 で 幼虫 形成 が お こ な わ れる の で あろ う . 卵 期間 は 卵 そ の も の の 期間 で 6-7 ヵ月 
T, 卵 内 で 幼虫 化し , その 幼虫 が 鋼 化 する まで で は 8-8 ヵ 月 半 で ある . LOL, BEORMERMIZ 
な っ て も 農 化 し な い 卵 が か な り の 率 で ある が , その 原因 は 未 受精 卵 で あっ た り , 寄生 きれ て いる た め 
な ど で あ る . 卵 へ の 寄生 は 産 付 され た 年 内 に 既に 卵殻 に 小さ な 容 が 開い て いて (Fig. 27), タマ ゴブ バチ 
類 が 脱出 羽化 し て いる も の が 見 られ る . また , 越冬 後に ち タ マ ゴ バ チ 類 が 脱出 羽化 ナ する も の が ある よ 
う で ある . 年 に よっ て も 違う が , 例え ば 1992 年 に 産 付 さ れ た 卵 を 越冬 後に 調査 し た と ころ で は エド ヒ 
ガン の 小木 で 全 卵 数 の 46.2%, エド ヒガ ン の 大 木 で 414%, ヒノ キ で 9.0%% が それ ぞ れ 寄生 きれ て い 
た (Table 2). エド ヒガ ン よ り も ヒノ キ の 方 が 圧倒 的 に 寄生 率 が 少な い 原 因 の は っ きり し た こと は わ 
か ら な い が , 考え られ る こと は 産卵 され る 樹 記 の 色 (エド ヒガ ン は 黒褐色 , ヒノ キ は 茶色 ) , 産卵 木 が 
ある と ころ の 環境 の 違い , 特に 照度 (エド ヒガ ン よ り も ヒノ キ の 方 が 明る い ぃ 環境 に ある ), アリ の 個体 
数 や アリ が 分 泌 する 臭気 (エド ヒガ ン の 方 が 圧倒 的 に 多い ) RED, 寄生 する タマ ゴ バ チ 類 の 生態 に 
THD D> O EHEC BLT, ヒノ キ の 方 が 寄生 率 が 低く な っ て いる の か も 知れ な い . 


EV Snr NORE is, 例え ば 1992 年 に 産卵 され た も の を 1993 年 の 解 化 期 に 調べ て みる te: EPF 
ヒガ ン の 小木 で 0%, エド ヒガ ン の 大 木 22.9%, ヒノ キ で 50% T, ヒノ キ の 方 が エド ヒガ ン よ り も 高 
38 CHE LZ (Table 2). これ は 前 述 し た ヒノ キ の 方 が 圧倒 的 に 寄生 率 が 低い こと か ら 当 然 と も いえ 
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Fig. 26. ム モ ン ア カシ ジミ の 産 付 卵 (エド ヒガ Fig.27. エド ヒガ ン に 産 付 後 , 寄生 に より 小さ 
ン 大 木 の 東 面 , 1992). な 穴 (矢印 ) が 開い た 卵 (1993. XI. 14). 





























2 ey Se 


Figs 28-30. 越冬 卵 内 の 幼虫 形成 (28, 卵 の 外観 。 29, REDO piak oS, 30, 取り 出し 


た 卵 内 幼虫 ) (1994. IL. 20). 


る . また , WILT 2 ll ORF IEA CHS 4 月 下旬 -5 月 下旬 に お ける 産卵 部 分 付近 の 温度 が 高い 
も の か ら 行 われ ん る よう で ある . 1993 年 の 観察 で は , Mkama, 西 面 の も の か ら 行 われ , RoT E 
化し た の は 南面 の 石 へ 産 付 され た 卵 で , 次 が エド ヒガ ン , そし て ヒノ キ の 順 で , 最後 が 東側 , 北側 に 
産 付 され た 卵 の 順に ほぼ 映 化 し た . 


また , 1992 年 に 産 付 さ れ た 未 受精 卵 (Table 2) と 思わ れる も の は エド ヒガ ン の 小木 で 46.2%, エド ヒ 
ガン の 大 木 で 27.1%, ヒノ キ で 36.4% T, 産卵 木 に より 極端 な 違い は な く ほ ぼ 30-50% の 未 受 精 卵 が 
あっ た こと に な る . 他 の 産地 で 調査 し た デー タ を 持っ て いな い の で , ここ の 産地 の も の が 特に 未 受精 
卵 の 率 が 高い か は よく わか ら な い . し か し , 思っ て いた より も ゃ 高 率 で ある 原因 は , この 産地 の 成虫 の 
個体 数 が 少な いこ と (し た が っ て か な り 調 査 回 数 が 多い に も か か わら ず 交 尾 ペ ア の 観察 例 が きわ め て 
少な く 1 回 だ け で ある ) な ど が 影響 し , 仮り に 本 種 が 複数 回 交尾 を し て , の か ら 複 数 回 の 精子 を 受け 
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Table 2. ム モ ン ア カシ ジミ の 産 付 卵 の 調査 結果 (1)-(4。 1992. 
(注意 : 寄生 の 精 孔 脱出 と いう の は 卵 の 精 孔 の み が 開 いて いる も の で , 寄生 と し て 処理 し た .) 
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* 全体 で は 北面 に 41.4% 産卵 され て いる 。 
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木曽 谷 の ヘム モン アカ シジミ の 生態 1) 


な いと 多く の 受精 卵 を 産 付 で き な い と すれ ば , 当然 この よう に 成虫 の 個体 数 が 少な い 当 産地 で は 未 受 
精 卵 が 多く な る こと に な る . 


卵 の 大 き さ は 1993 年 に エド ヒガ ン と ヒノ キ に 産 付 され た も の を 無 作為 に 10 卵 選定 し て ノギス で 直径 
を 測定 し た ら , 1.0mm 28198, 1.1 mm が 3 卵 , 12mm が 5 卵 , 1.3 mm が 1 卵 で , 1.2 mm の も の が 
最も 多く , 平均 1.16 mm で あっ た . また , クロ ウメ モドキ に 産 付 され た 1 卵 は 1.3 mm で あっ た . 


まだ た, 産 付 卵 が 途中 で 脱落 する も の も 見 られ , 1992 年 の 産 付 卵 で は エド ヒガ ン の 小木 で 7.7% (1 卵 ), 

エド ヒガ ン の 大 木 で 8.6% (698), ヒノ キ で 4.5% (1 卵 ) で あっ た (Table 2). 脱落 の 原因 と し て は 風 

雨 や 雪 の 滑り 落ち , その 他 (天敵 に よる 捕食 な ど ) が 考え られ る . 

文 EAN 

RES, 1978. 長野 県 木曽 和 谷 に お ける クロ シジミ の 生態 . 昆虫 と 自然 18 (6) : 1-18. 口絵. 

時 川 憲男 , 1983. 木曽 谷 の 蝶 . 375pp. 木曽 谷 の 蝶 研 究 会 . 銀河 書房 , 長野 . 

川 憲男 , 1985. クロ シジミ . 日 本 の 昆虫 2. 145pp. 文 一 総合 出版 , 東京 . 

川 憲 男 , 1990. 蝶 類 の 配偶 行動 に 関す る 調査 資料 9). 昆虫 と 自然 25 (12): 32-35. 

川 憲 男 ・ 小 林 望 光 , 1994. 長野 県 木曽 谷 に お ける ム モ ン ア カシ ジミ の 生態 . 信州 昆虫 学会 第 4 回 大 会 講演 要 
g: New Ent. 43 (1/2): 33. 

小林 望 光 ・ 蜂 川 密 男 , 1991. 木曽 郡 橋川 村 に お ける 蝶 類 記録 . 可 良 古 留 無 25: 18-19. 


Summary 


This is the first part of a series of articles on the life history of Shirozua jonasi (Janson), an 
interesting myrmecophilous lycaenid, observed at Narakawa-mura (1,110 m in altitude), Kiso-dani, 
Nagano Pref., during 1991 and 1994. This part mainly deals with adult behavior including 
oviposition and egg parasitism. 


Adult butterflies of S. jonas? appear from the beginning of August to the end of September, being 
abundant in the middle to end of August. They fly from about 10 to 15 o’clock in the day, and visit 
the whitish blossoms, such as grigeron annuus L., Aster glehni Franch. et Sav., A. ageratoides 
Turcz. var. ovatus Nakai, Artemisia vulgaris L. var. indica Maxim. (Compositae), Polygonum 
cuspidatum Sieb. et Zucc. (Polygonaceae), Angelica polyclada Franch., A. polymorpha Maxim. 
(Umbelliferae), Patrinia villosa Juss. (Valerianaceae) for sucking nectar in both sexes. Sucking 
was equally observed in both sunny and shady places and the butterflies sometimes spent long time 
for sucking especially in the females. They also absorb water, and bathe in the sun on a leaf by 
bending the body to the direction of sun and by receiving sunlight at nearly right angle on the 
underside of wings. In the end of active period, they rest closing the wings on the leaves of trees 
on which they grew or on the nearby grasses, and then sleep. The resting place may be selected 
under leaves or branches in order to avoid to be wet with the morning dew. 


The males show the co-rotating flight in a few seconds or searching patrol flight above a top of 
trees where they grew during active period in fine and warm days, and they mate also during this 
period. The mating pair rest rear to rear with each other on a leaf. 


The females lay eggs during 11 to 14 o’clock, mostly on fine, warm and windless days. The period 
of egg-laying lasts from around August 10 to the middle of September. The oviposited plants 
were three kinds of unrelated trees, Prunus itosakura Sieb. var. ascendens Makino (Rosaceae), 
Chamaecyparis obtusa Endl. (Cupressaceae) and Rhamnus japonica Makino (Rhamnaceae), and 
besides them the laid eggs were observed on Polygonum filiforme Thunb. (Polygonaceae) or on a 
stone wall. As the larvae were sometimes observed on Morus bombycis Koidz., this may be also 
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one of the plants for egg-laying. 


The females fly slowly and directly come to the trunk of tree for oviposition and confirm the 
presence of ants optically through their movements or olfactorily through their smell (secretion). 
Or, the females once land the nearby leaves or the stone wall, then come to the trunk where ants 
are present in response to the visual and olfactory stimuli. In both cases, when perching, they 
close the wings, and soon oviposit singly in the hollow of the bark bending their abdomen, or after 
a short walk lay eggs in the same manner. The oviposition place is on or around the pathway of 
many ants, or near a few ants. However, sometimes they lay eggs to the place around which no 
ants are present (or course, ants are present a little far from the females on the same trunk). So, 
the females do not oviposit all times when no ant is present closely, and this fact is in good contrast 
to the case of another myrmecophilous Niphanda fusca, in which the females usually do not lay 
eggs when no workers of the ant, Camponotus japonicus, is present closely. This difference may 
be based on the fact that in N. fusca oviposition is induced mainly by the ants’ movements and in 
S. jonasi mainly by the ants’ smell, though both species confirm the presence of ants by visual and 
olfactory stimuli. 


The females perching on trunk or in oviposition are very nervous and sensitive, and suddenly fly 
into the place where the ants are abundant or nearby place and stop, and when the ants contact 
with or slightly bite the abdomen of the female in oviposition, they fly away. These response is 
nearly the same as that to the human access and the females often fly away at about 1 m distance 
even in the quiet access. 


The species of the ants seen in the oviposited trees are Lasius fuliginosus on P. itosakura, C. obtusa, 
M. bombycis and on the stone wall, and Lasius spathepus Wheeler in R. japonica. The aphids are 
Lachrus sp. in P. itosakura, Stomaphis sp. in C. obtusa, Macciatiella sp. in R. japonica. The scale 
insects are Lecanium kunoensis Kuwana in P. itosakura and Drosicha corpulenta (Kuwana) in M. 
bombycis. 


Eggs are 1.0-1.3 mm in diameter (average 1.16 mm), varying pale to dark brown. The factor of the 
color variation in egg is unknown whether it is a priori (genetical) or a posteriori (faded by sun rays 
or winds and rain as the days pass). The authors think it as a posteriori. The oviposition sites 
are frequent on the northern side surface of the trunk. It was assumed that the females preferably 
select the shady and darker side of the trunk. In the overwintered egg, the larval formation starts 
from the end of January to the beginning of February, and the larva hatches in the end of April 
to the beginning of May. 


The ants show few interests in the oviposited eggs and they pass by the eggs even in their trail. 
When the egg opens around the microphile before hatch, the ants frequently touch it with their 
antennae probably in response to the olfactory stimuli from the egg. 


In the 1993 research after hibernation period, the ratio of the egg parasitism was 46.2% in the small 
tree of P. itosakura and 41.4% in the large tree of P. itosakura, and 9.0% in C. obtusa. The ratio 
of the unfertilized eggs in the same year was 46.2% in the small P. itosakura and 27.1% in the large 
P. ttosakura, 36.4% in C. obtusa, and the ratio of hatching was 0% in the small P. itosakura and 
22.9% in the large P. itosapura, and 50.0% in C. obtusa. The high ratio of the unfertilized eggs 
probably depends on the low individual density in the observed area. 
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